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令和元年度 第３回まちづくり会議概要 林地区 

 

日 時：令和元年６月１５日（土） １０：００～１１：００ 

場 所：林公民館 

参加団体等：林地区町会長協議会、林真砂会、花の会、交通安全協会林支部、南消

防団林分団、白山市町会連合会理事など  

 

発言【１】 

 各公民館の小体育館で気軽にできる軽スポーツなどの実施と情報共有について 

【市】 

 市では、健康と体力の維持増進、仲間づくりを目的に、白山市スポーツクラブ協

議会の 50～90 歳代のクラブ会員が各地区体育館などにおいて、週 1～2 回程度、ス

トレッチ体操や軽スポーツ等の活動を行っています。 

 また、広く普及啓発している市独自の介護予防体操（ふるさと白山体操、足腰ぴ

んぴん体操）や居場所づくり等に取り組む市民主体の通いの場の設置を進めており、

そのような場として体育館を活用していただきたいと思っています。 

 公民館でも住民のニーズに合った特色ある事業を企画、実施するよう努めており、

さまざまな学級や講座を開催しています。これらの事業の中から自主的なサークル

として自分たちで呼びかけを行い、仲間が集まり、みんなでやろうということにな

れば、健康づくりにもつながる事もありますので、積極的に活動するきっかけにな

ればと思います。公民館としてもその活動に対して支援していかなければならない

と考えています。 

 サークル活動の場として、学校の体育館も、地域のスポーツ団体がスポーツで利

用できるように、開放しています。また、広域的な施設の連携についても、石川中

央都市圏内の各自治体が所有する公共施設の相互利用等の取り組みを推進しており、

本年５月石川中央都市圏ビジョンに基づく、スポーツ推進連絡会を設置しました。

お互いに連携することも大切なことなので、今後、スポーツ施設の相互利用につい

て、共同で調査研究を進めていきます。 

 サークル活動の情報連携については、既に公民館同士で連携して事業を行ってい

る場合もありますが、公民館職員の間でもほぼ毎月会議を行い、情報交換を行って

いますので、地区としての情報発信にご活用ください。 

 今後は、市民活動の紹介を行っている白山市市民活動・ボランティアセンター「ス

マイルはくさん」（白山市社会福祉協議会）の活用や、公民館等との連携の中で市ホ

ームページなどの活用についても検討していきたいと思います。 

 

 

発言【２】 

 100 歳まで生きがいを持って元気に生きるための行政の支援について 
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【市】 

 スポーツや文化活動を行うことや、林地区では国道沿いの花壇の植栽や除草など

のボランティア活動を行っていますが、そうした美化運動などをして地域に貢献し

ているんだと思えることがものすごく誇りになり生きがいになると思います。 

 老人会だけではなくて、安全協会、防犯協会、女性の会などみんなで連携して行

事を行うこともいいと思います。地域の各種団体同士の横の連携がとれるようにな

れば、もっと違う目線で様々な活動を行うことができるのではないかと思います。 

 市民提案型まちづくり支援事業は、皆さんがたいへん喜んでいる事業です。市が

行おうとすれば、それだけの補助金でできるはずがないんですが、それをみんなで

協力して問題点を出し合い、自分たちの地域に合った活動が自分たちの力で出来ま

す。そのような事業の実施により、各種団体の横の繋がりが一層深まり、生きがい

が持てるようなさまざまな活動へと広がっていけばと思います。 

 生きがいや楽しみとしての販売に繋がるような農作物の生産については、当然こ

れからは農地が空いてくるという事もありますから、地権者との協議で利用権を設

定し耕作することは可能であり、農作物を道の駅などで販売することもできます。

遊休農地の解消策として所有者への周知などを今後検討していきたいと思います。 

 

発言【３】上記発言についての会議参加者からのご提案 

 ① 収入を得る手段や生きがいとして、ジオパーク公認ガイド※として従事 

 ② 節約や環境問題など SDGs の取り組みにも繫がる、ペットボトルの水筒として

の再利用 

 ※ 白山手取川ジオパーク公認観光ガイド養成講座を毎年開講しています。現地で

の実習やホスピタリティ・マナー講座を含む全１４回のスケジュールで実施し

ており、公認ガイドの認定後もスキルアップ講座を開催し、レベルアップを図

っています。公認ガイドに認定されれば、有償のガイドとして、収入を得るこ

ともできます。 

 

発言【４】 

 花のまち白山の実現について 

【市】 

 平成 27年に緑化推進運動功労者内閣総理大臣賞という最高賞を受賞され、花の会

の皆さんの励みになったのではないでしょうか。 

 自分たちの手で種から育て植えられた花は、自然と大切にしようという気持ちに

なるものです。花壇に植えられている花が、子どもたちによって育てられていると
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いうことですので、高齢化に悩んでおられる花の会の皆さんをきっと支えてくれる

ものと思います。 

 皆さんの活動は、石川県の中でも先進的な良い取り組みです。もっと情報発信し

ていただき、この取り組みが広がるよう期待を込めてお願いしたいと思います。 

 


